
常春の風にのって シナリオハンドアウト
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　常春の街、トーキョーＮ◎ＶＡにカゼが吹き荒れる。
　ブラックハウンド、関東狂愕連合を振り切り、駆け抜けた跡には必ず様々な形で暴かれる悪があるのだ。
　義賊による故意か偶然か、ともかく彼にかけられた賞金を目当てに、走り屋のみならず、ニューロやタタラも
情報による包囲網を繰り出し捉えんと動き出した。

　かくして、運命の扉は開かれる。

　このところＮ◎ＶＡを賑わせている一人のカゼ、キミはその名に心当たりがあった。
　悪を憎む心と走り屋としての魂、しかし、誰にも捕まらない実力には心当たりがなかった。
　何かヤバイ裏があるのかも知れない。
　妙なことになる前に、出来れば彼を助けてやりたかった。

　キミを訪れた顔には、どうしても違和感があった。
　だが、関東狂愕連合、ひいては彼自身のため、プライドを捨てた依頼は重いものであった。
　もちろん、キミ自身、走り屋の正体は気になっていた。
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　誰にも捕まらない謎の走り屋、キミが気になるのは、そのヴィークルの性能だった。
　あらゆる電制を振り切るそれは災厄以前のエンジンを積んでいるとの噂もある。
　まさかとは思うが、そんなマシンを作りだせる存在がいたら、あの伝説のタタラだけだろう。

　Ｎ◎ＶＡを騒がせているカゼは、キミの管轄でも暴れまわっていた。
　もちろんそれで発見された殺人犯や汚職企業など、悪いことばかりとも言い切れないが、それで
暴走行為が許されるわけではない。
　キミ自身の面子にもかけて、捉えねばならないだろう。


